
 

 
【
問
】
維
新
の
会
の
大
阪
都
構
想

は
、
大
阪
市
と
堺
市
を
分
割
す
る
と

同
時
に
、
周
辺
自
治
体
を
人
口
30

万
人
規
模
の
中
核
市
に
再
編
す
る
内

容
で
あ
り
、
交
野
市
に
も
影
響
を
与

え
る
。
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。 

【
答
】
「
平
成
の
大
合
併
」
の
議
論

の
時
に
、
合
併
に
は
反
対
を
表
明
し

た
。
基
礎
自
治
体
は
、
住
民
の
顔
が

見
え
る
10
万
人
ま
で
が
最
適
と
考

え
て
い
る
。
大
阪
都
構
想
が
府
内
市

町
村
を
中
核
市
へ
と
再
編
（
合
併
）

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
反
対
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。 

【
意
見
】
都
構
想
は
、
大
阪
都
に
権

【
問
】
松
塚
地
域
に
あ
る
天
の
川
清

掃
工
場
跡
地
へ
の
移
転
が
、
老
人
保

健
施
設
逢
々
館
か
ら
交
野
病
院
に
変

わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
状

は
。 

【
答
】
交
野
病
院
は
、
平
成
27
年

度
の
新
病
院
稼
働
を
め
ざ
し
、
施
設

概
要
を
検
討
し
て
い
る
。
市
も
施
設

概
要
に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。 

【
問
】
市
は
、
ど
の
よ
う
な
要
望
を

行
っ
て
い
る
の
か
。 

【
答
】
産
婦
人
科
の
要
望
は
、
一
定

の
メ
ド
が
つ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
長
年
の
市
民
要
望
で
あ
る
病

児
保
育
に
つ
い
て
は
、
結
論
に
至
っ

て
い
な
い
。 

【
要
望
】
交
野
病
院
は
、
市
内
で
一

番
大
き
な
病
院
で
、
交
野
市
駅
に
近

く
、
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い

る
。
市
と
し
て
、
通
院
の
利
便
性
の

確
保
を
病
院
と
十
分
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

【
問
】
交
野
市
内
の
農
業
は
、
農
地

の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
不

足
か
ら
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
振
興
の
た
め
の
地
産
地
消

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

【
答
】
「
農
業
ま
つ
り
」「
農
と
の
ふ

れ
あ
い
ツ
ア
ー
」
「
生
産
連
合
会
の

直
売
所
」
「
い
き
い
き
マ
ル
シ
ェ
へ

の
出
店
」
「
交
野
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ

就
学
援
助
は
、
経
済
的
理
由
で
就

学
困
難
な
児
童
や
生
徒
に
対
し
援
助

を
行
う
制
度
で
あ
り
、
認
定
方
法
は

自
治
体
の
裁
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
認
定
所
得
基
準
は
生
活
保
護

基
準
の
１
．
０
倍
で
す
が
、
摂
津
市

は
１
．
４
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
認
定
基
準
の
引
き

上
げ
と
同
時
に
、
国
基
準
と
な
っ
て

い
る
ク
ラ
ブ
活
動
費
・
生
徒
会
費
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
援
助
費
目
と
し
て
追

加
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

場
に
流
通
し
て
い

る
食
材
は
安
全
な

食
材
と
し
て
使
用

し
て
い
る
。 

国
保
料
の
収
納
強
化
策
が
す
す
め

ら
れ
、
滞
納
者
へ
の
差
押
さ
え
が
急

増
し
て
い
ま
す
。 

平
成
23
年
度
は
預
金
・
不
動
産
な

ど
合
わ
せ
48
件
で
、
前
年
と
比
べ

10
倍
近
く
も
増
え
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
市
は
、
悪
質
な
滞
納
者

以
外
の
差
押
さ
え
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
今
年
に
入
り
、

解
雇
で
、
国
保
料
が
払
え
な
く
な
っ

た
生
活
保
護
基
準
以
下
世
帯
の
自
宅

ま
で
差
押
さ
え
を
行
い
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
悪
質
で
な
い
滞

納
者
へ
の
差
押
さ
え
は
中
止
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。 

 

 

全
国
各
地
で
、
生
活
困
窮
に
よ
る

餓
死
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
共

通
す
る
の
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や
料

金
が
滞
納
状
況
に
あ
る
こ
と
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
生
活
困
窮
者
の

実
態
把
握
と
必
要
な
支
援
に
む
け
、

市
福
祉
部
局
と
事
業
者
の
連
携
を
強

め
る
協
議
会
設
置
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
の 

連
携
で
孤
立
死
の
防
止
を 

【
問
】
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、
食

品
の
放
射
能
汚
染
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
学
校
・
保
育
所
の
給
食
食
材
の

放
射
能
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
。 

【
答
】
国
の
基
準
値
を
超
え
た
食
品

は
出
荷
規
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市

【
問
】
星
田
北
地
域
の
農
地
に
つ
い
て
、
商
業
用

地
・
宅
地
・
農
地
な
ど
に
区
画
整
理
す
る
こ
と
が

協
議
さ
れ
て
い
る
。
農
業
の
継
続
を
希
望
す
る
地

権
者
の
割
合
は
。 

【
答
】
営
農
希
望
者
は
約
３
割
で
あ
る
。 

【
問
】
営
農
希
望
者
が
、
農
業
を
継
続
す
る
た
め

の
課
題
は
何
か
。 

【
答
】
農
道
や
水
路
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
営
農
環
境
の
改
善
が
課
題
で
あ
る
。 

【
要
望
】
農
地
を
守
る
た
め
、
営
農
環
境
の
整
備

に
、
市
の
積
極
的
な
支
援
を
求
め
る
。 

【
問
】
４
月
の
待
機
児
童
数
は
。 

【
答
】
待
機
児
童
は
２
名
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
、
「
預
け
ら
れ
た
ら
働

き
た
い
」
な
ど
の
入
所
待
ち
が
１
４

３
名
い
る
。 

【
問
】
保
育
所
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば

就
職
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

保
育
所
の
増
設
が
必
要
で
は
な
い

か
。 

【
答
】
昨
年
ふ
じ
が

丘
保
育
所
の
定
員
増

を
行
っ
て
お
り
、
今

後
の
待
機
児
童
数
の

推
移
を
見
て
検
討
し

て
い
く
。 

リ
」
な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
２
４
年
度
に
は
「
そ

ば
栽
培
」
を
計
画
し
て
い
る
。 

【
要
望
】
農
作
業
の
応
援
者
を
育
成

す
る
取
り
組
み
も
重
要
と
考
え
る
。

市
民
の
方
が
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
で
き
る
「
農
業
サ
ポ
ー
ト

制
度
」
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 

【
問
】
平
成
24
年
度
か
ら
、
保
育

所
の
一
時
預
か
り
を
１
ヶ
所
増
や
す

計
画
で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
。 

【
答
】
各
保
育
所
で
は
、
部
屋
数
に

余
裕
が
な
く
、
実
施
に
至
っ
て
い
な

い
。 

【
要
望
】
一
時
預
か
り
で
も
待
機
が

あ
り
、
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対

応

す

る

た

め

に

も
、
保
育
所
の
増
設

が

求

め

ら

れ

て

い

る
。 

 

■
一
時
預
か
り
に
つ
い
て 

【
問
】
独
自
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
交

野
市
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。 

【
答
】
学
校
給
食
で
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
大
阪
府
の
検
査
を
利
用
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
。
保
育
所
給
食
で

は
、
府
の
検
査
は
な
く
、
今
後
他
市

の
対
応
状
況
を
調
査
し
て
い
く
。 

 

差し押さえ件数 

年度 件数 

19 2 

20 1 

21 4 

22 5 

23 48 

 

悪
質
で
な
い
滞
納
者
へ
の
差
押
さ
え

は
中
止
を 

限
と
財
源
を
集

め
、
破
綻
ず
み
の

大
型
開
発
を
お
こ

な
う
も
の
で
、
日

本
共
産
党
は
反
対

で
あ
る
。 

 


